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要  約 

ファンタジーは，架空の世界の登場人物と自己を同一視し，その世界に没入する心的体験と定義され，神経基盤とし

て背外側前頭前野が，生理学的基盤としてエンケファリンとオキシトシンが報告される．近年，精神疾患の中核的症状

とファンタジーの変異性の関連も示唆される．ファンタジーを育むことは生まれつきの躓きを抱えた子どもの健やかな

成長にとって大切である．本稿では絵本の物語，言葉と，語りがそれぞれ持つ役割について概観し，新たな療育手法と

して絵本の可能性を考察する． 
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１．ファンタジーの心理・神経・生理学的基盤

と絵本 

ファンタジーは，物語，映画等の架空の世界の登場人

物と自己を同一視し，その世界に没入していく心的体験

と定義され，その神経基盤として背外側前頭前野が役割

を担う (Banissy, et al., 2012; Cheetham et al., 2014; 
Davis, 1980, 1983)．その生理学的基盤として，エンケファ

リンを含むオピオイドはファンタジーを高め (Bershad 
et al., 2016)，オキシトシンはファンタジーを低減させる 
(Montag et al., 2020) ことがそれぞれ示される．ファン

タジーは心の中のキャンバスのようなものであり，そこ

に自己や他者等の登場人物を描くことができる．この

キャンバスは人々を出来事にかかる主観的世界へ引き

込む (Shiota & Nomura, 2022)．そして，誰しもがこの

キャンバスに描かれた自己や他者を観察することで，気

づき（メタ認知）を得る． 
近年，精神疾患の抱える中核的症状とファンタジーの

変異性の関連が示唆される (Anugu et al., 2021; Crepaldi 
et al., 2020; Goldingay et al., 2015; Hadoush et al., 
2020; Makkar et al., 2022; Shaw et al., 2005; Thorp et 
al., 1995; Vyshedskiy, 2021)．例えば，自閉症スペクト

ラム症 (autism spectrum disorder; 以下 ASD) の抱え

る社会的コミュニケーションと対人相互作用の障害と

ファンタジーの躓きにかかる先行研究として，

Goldingay et al., (2013) は，ASD を抱える実験参加者

にオリジナルの映画を製作してもらう実験を行った．こ

の映画は，登場人物や物語を参加者自身が自由に想像，

計画するものであった．主な結果として，実験前後で実

験参加者の協調性や共感性が改善した．神経学的検討と

して，Hadoush et al., (2020) は，ASD を抱える子ども

の両側背外側前頭前野へ陽極の経頭蓋直流電気刺激法を

用いた介入実験を行った．介入前後で ASD を抱える子

どもの社会性や身体状態が改善した．生理学的検討とし

て，Anugu et al., (2023) は，低用量のnaltrexoneがASD
を抱える実験参加者の他者との関係性を改善させること

を報告した． 
以上のことを踏まえると，ファンタジーを育むことは，

生まれつきの躓きを抱えた子どもの心身の健やかな成長

にとって大切であること，長期的な介入によってその症

状を緩和させることがそれぞれ示唆される．ファンタ

ジーを育む介入法の一つとして絵本が示唆される．絵本

は，主に子どもを対象とし，視覚的，言語的な物語をそ

の内容として含んだ本である (Ganea et al., 2008)．絵本

は読み手をファンタジーな世界へ導き  (Sundmark, 
2019)，その中で読み手が得た情報は，知識として現実世

界において適応される (Ganea et al., 2008)．一方で，絵

本を構成する言葉，物語と，語りがそれぞれ持つ役割に

ついては不明瞭な点が多い．非侵襲的かつ簡便な療育法

として用いる新たな絵本を製作するために，本稿では絵

本の物語，言葉と，語りがそれぞれ持つ役割について概

観する． 
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２．物語が持つ役割 

ユーモア，童話，幽霊，恐竜等，絵本には数多くの部

類がある．好まれる (人気のある) 物語について検討し

た先行研究 (Maharjan et al., 2017) によると，童話が

他の部類に当てはまる物語と比べてより好まれることが

明らかになった．Maharjan et al., (2017) は，内容にか

かる道筋や，登場人物の成長が物語の重要な要因である

ことも報告した．Wang et al., (2020) は，物語を読む中

で読み手に起こる感情の変化を，広く好まれる本と好ま

れない本で比較検討した．主な結果として，好まれない

本の物語は感情の変動が非常に激しいのに対し，広く好

まれる本は物語全体を通し全ての感情が非常に安定して

いることを明らかにした．Wang et al., (2020) は，特に

幼少期の子どもは，まるでジェットコースターのように

感情が変動することを好まないこと，むしろ感情の変動

がそれほど激しくなく，温かく前向きな感情を伴う物語

を好むことを言及した． 
これらの知見に基づくと，新しい絵本の物語は登場人

物が物語の中で成長するようなフィクション（想像）の

物語でなければならない．また，物語の内容は感情の変

動が激しいものではなく，聖書や仏典のような温かく前

向きな感情を表現するものとする．では，新しい絵本で

はどのような言葉を用いれば良いのか．物語に含まれる

どのような言語的特徴が人々に受け入れられやすいのか．

ファンタジーを育む言葉とはどのようなものがあるのか．

次節において，絵本に用いられる言葉の役割について概

観する． 
 

３．絵本の言葉が持つ役割 

物語と同様に，言語的特徴も本の好まれやすさを高め

ることが報告される (Jin & Liu, 2022). どのような言葉

を用いることで，より広く読まれる本になるのか．Jin & 
Liu (2022) によると，本をより親しみやすいものにする

ためには，単語の複雑さ (単語の習得年齢) と文章の意

味上の一貫性が重割を果たすことが示された．Jin & Liu 
(2022) は，より広く読まれる本は，簡単な言葉が良く用

いられていることを報告した．簡単な言葉を用いること

により，読み手が単語の理解に認知的資源を多く費やす

必要がなく，文章の情報処理，内容にかかる記憶の検索

や情報の統合などの認知的な処理により集中できるよう

になることが示唆される (Jin & Liu, 2022)．Ashok et 
al., (2013) によると，人気のある物語は，そうでない物語

と比べてより多くの名詞が用いられ，動詞は少ないことが

示された．名詞は身体の感覚器官と関連付けられる可能性

が高いが，動詞は感覚器官に依存しない (Mestres-Missé 
et al., 2010)．名詞をより多く用い，動詞を少なくするこ

とは，読み手に物語に登場する対象の静的な内面に目を

向けさせ，その動作にはあまり焦点を当てさせないこと

と，読み手が登場人物の心情や状況の構築をより容易に

想像できることに寄与する (Jin & Liu, 2022)．そして，

読み手は登場人物の感情を自分自身に置き換えて想像し

始めるようになる．Johnson (2013) によれば，イメージ

にかかる schema は概念を構造化し，心を推論する際に

重要な役割を果たす．Schema が我々に概念の認識，秩

序や，つながりをもたらすのである．形容詞は概念を説

明し区別するために不可欠である (Davies et al., 2020)．
Jun et al., (2023) は，形容詞の知覚とイメージ schema
に関連する心的活動との関係を調査した．結果として，

形容詞による表現は schema にかかる心的活動と関連し

ていることが示された．では，どのような言葉が人々を

ファンタジーな世界へ誘うのか．この点について，

Fiedler (2019) は，幻想的な物語に必要な言葉について，

以下の事項を指摘した．第一に，物語のために作り出さ

れた言葉は明確な起源があり，これが言葉を特別なもの

へとする．第二に，物語のために作成された単語は，そ

の物語の中のみでの使用に限定されることなく，現実世

界で用いられる単語，または実用的な単語となる可能性

がある．三つ目は，少なくとも物語の支持者の間で，作

中で用いられた単語を言葉遊び等に用いる程度の動機づ

けが得られることである．四つ目の点は，架空の言語に

よって形作られた世界と現実の世界とを明確に区別する

ことが困難であることが挙げられる．これらが，新たな

言葉によってファンタジーの世界を形作るために必要な

事項である． 
以上を踏まえると，絵本で用いられる言葉は子ども達

の年齢に合ったその意味が明瞭に理解できるものでなく

てはならない．ついで，登場人物の心情や，物語で展開

される状況を想像するために動詞を減らし，名詞と形容

詞を増やすことも求められる．そして，子ども達をファ

ンタジーな世界に誘うような新しい言葉を生み出すこと

も必要である．これまで，絵本の物語と言葉の役割につ

いて説明してきた．次節では，物語を導く語りの役割に

ついて論じる． 
 

４．絵本の語りが持つ役割 

語りの視点は，読み手の心の中で起こる物語の表現と
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文章の読み方へ影響を与える  (Brunyé et al., 2016; 
Brunyé et al., 2009; Child et al., 2018; Jin & Liu, 2022)．
語りにかかる視点は，物語の基本的な要素の一つであり，

読み手に対する物語の印象を形作る (Rall & Harris, 
2000)．例えば，Brunyé et al., (2016) は，単純な動作の

文章を読む際の語りの視点 (一人称視点と二人称視点) 
にかかる作用を検討した．主な結果として，一人称視点

は二人称視点と比較して，内容に対し共感的に読むこと

が明らかとなった．Child et al., (2018) は，語りの視点

の差異が，文章に対する読み手の感情の処理過程にもた

らす作用を検討した．特にポジティブな文章を一人称視

点で語る際に，感情処理が容易になることが明らかになっ

た．Jin & Liu (2022) は，広く読まれている本は，そう

ではない本と比べてより一人称視点を用いていることを

報告した．これらのことから，一人称視点の語りは読み

やすく，物語の登場人物へ感情移入しやすいことが示唆

される． 
 

５．まとめ 

本稿では，ファンタジーにかかる神経・生理学的基盤，

精神疾患が抱える中核的症状とファンタジーの変異性の

関わりと，ファンタジーを育む介入法として，絵本の可

能性をそれぞれ概観した．特に，新たな療育用の絵本を

作成する為に重要なこととして，世界で最も読まれてい

る本 (聖書，仏教経典) で使用されている形容詞，動詞，名

詞の割合を把握することが挙げられる．次に，ファンタ

ジーの世界へ誘う造語を作成しなければならない．そし

て，物語は聖書や仏教の経典のように，温かく前向きな

感情を呼び起こすものとしなければならない．語りは一人

称視点で作成する必要がある．これらの事項を踏まえて

作成された絵本の効果を心理学，生理学的，神経学的観

点から検証し，多彩なエビデンスを得なければならない． 
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